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小
笠
原
自
然
体
験 

 

モ
ニ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了 

 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
の
就
航
断
念
と
観
光
客
の
減
少
に
対
す
る

緊
急
集
客
対
策
事
業
と
し
て
、
村
で
は
昨
年
12
月
か

ら
父
島
お
よ
び
母
島
の
観
光
協
会
、
村
内
観
光
事
業

者
、
小
笠
原
海
運
、
東
京
諸
島
観
光
連
盟
と
協
力
し

て
「
小
笠
原
自
然
体
験
モ
ニ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
い
う
格
安
旅
行
商
品
の
販
売
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

期
間
中
の
13
航
海
を
通
じ
て
モ
ニ
タ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
、
約
２
２
０
０
名
の
お
客
様
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
３
月
末
に
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

村
民
の
皆
様
に
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

                        

観
光
振
興
に
係
る
金
融
支
援
制
度 

 

村
で
は
、
昨
年
よ
り
Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
を
目
指
し
地
元

受
入
体
制
の
充
実
の
た
め
の
金
融
支
援
制
度
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
Ｌ
は
就
航
し
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
小
笠
原
の
観
光
振
興
の
た
め
に
は
、
村
内
の

受
入
体
制
充
実
の
必
要
性
は
更
に
増
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、現
在
の
金
融
支
援
制
度
を
一
部
改
正
し
、

「観
光
振
興
に
係
る
金
融
支
援
制
度
」と
し
て
、
次
の

と
お
り
継
続
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

基
本
的
な
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
対
象
期
間

を
２
年
間
延
長
し
、
利
子
補
給
率
に
つ
い
て
一
部
特

例
を
設
け
ま
し
た
。 

【
対
象
者
】 

 
 

村
内
に
事
業
所
、
住
所
を
有
す
る
（
旧
島
民
の

方
は
特
例
あ
り
）
中
小
企
業
者
で
、
観
光
事
業
の

た
め
の
設
備
投
資
の
融
資
を
受
け
て
い
る
方 

【
支
援
内
容
】
利
子
補
給
及
び
信
用
保
証
料
補
助 

【
対
象
期
間
】 

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
融
資
決
定
を
受
け

て
い
る
こ
と 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
村
指
定
金
融
機
関
の
変
更 

 
 

昨
年
12
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
七
島
信
用

組
合
が
小
笠
原
村
指
定
金
融
機
関
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
小
笠
原
村
公

金
管
理
取
扱
い
に
関
す
る
業
務
を
執
り
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
村
や
村
民
と
の
直
接
な
か
か
わ
り
を

持
つ
地
元
金
融
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効

率
的
な
公
金
の
収
納
お
よ
び
支
出
事
務
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
返
還
以
来
、
指
定
金
融
機
関

と
し
て
業
務
を
行
っ
て
き
た
み
ず
ほ
銀
行
は
、
小
笠

原
村
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
、
従
来
ど
お
り
各

種
税
金
・
使
用
料
等
の
窓
口
払
い
を
取
扱
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

出
納
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

大
根
山
霊
園
使
用
予
定
者 

（生
前
取
得
）募
集 

  

大
根
山
霊
園
に
つ
い
て
、
使
用
予
定
者
（
生
前
取

得
）を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

【
募
集
区
画
数
】
30
区
画
（上
限
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
３
日
（月
）～
５
月
31
日
（水
） 

【
申
込
資
格
】 

 

① 

埋
蔵
す
べ
き
焼
骨
が
な
い
が
、
将
来
自
身
又

は
親
族
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ら

の
焼
骨
を
埋
蔵
す
る
目
的
で
使
用
す
る
予
定

で
あ
る
方
。 

 

② 

申
し
込
み
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録

を
し
て
お
り
、
か
つ
将
来
に
わ
た
り
小
笠
原
村

に
居
住
す
る
意
思
の
あ
る
方
、
又
は
昭
和
19
年

３
月
31
日
以
前
に
小
笠
原
諸
島
に
住
所
を
有

し
て
い
た
方
及
び
そ
の
方
の
父
母
、
配
偶
者
並

び
に
子
、
孫
並
び
に
こ
れ
ら
の
配
偶
者
。 

【
優
先
順
位
】 

 
 

申
込
み
は
、
１
人
（
１
世
帯
）
１
区
画
と
し
、 

１
区
画
に
対
し
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、
又
は
募
集
区
画
数
の
上
限
を
超
え
て
申
込
み

が
あ
っ
た
場
合
、
居
住
年
数
の
長
い
方
か
ら
優
先

す
る
。 

【
使
用
料
】 

１
区
画
40
万
円 

（
小
笠
原
村
以
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
は

60
万
円
） 

【
管
理
料
】
３
６
０
０
円
（
１
年
間
） 

 

※
平
成
18
年
６
月
１
日
（木
）使
用
者
決
定
予
定
。 

※
使
用
料
、
管
理
料
と
も
に
、
一
度
納
付
さ
れ
た
も

の
は
、
返
還
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

                                           
    

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

３/27 現在 

父島 

95.1/100 

母島  

70.3/100 

２月気象状況    （父島）

最高気温   25.2℃ 

最低気温   11.0℃ 

平均気温   18.8℃ 

平均湿度   72％ 

月降水量  106.5mm

住民基本台帳登録者数（３/1）   

             2,367 人 

             父島      母島    

  人口      1,927 人   440 人 

  世帯      1,030 人  236 人 

短期滞在者     57 人     18 人 

ＮＯ．５１１ 

平成1８年(2006) 

４/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

定期船（おがさわら丸）乗船客数 

H16 年度 H17 年度 
月別 

乗船客計 
うち 

観光客数 
乗船客計

うち 

観光客数 

H17 年度 

乗船客のうち、 

モニターキャン 

ペーン参加者数 

12 月 1,376 727 1,658 1,056 117 

1 月 1,017 417 854 316 206 

2 月 1,157 470 1,595 932 686 

3 月 1,962 1,215 2,366 集計中 1,201

12 月～3 月計 5,512 2,829 6,473 集計中 2,210

4 月～3 月 

（年度）計 
21,211 13,361 21,681 集計中 2,210



  NO．511    平成 18（2006）年 4 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 
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固
定
資
産
税
の
納
期 

 
平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
限
は
、

５
月
１
日
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 ま

た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申

込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 
２
―
３
１
１
２ 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び 

価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
も
と
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
及
び
家
屋
の
所
有
者
等
は
、
こ
の
価
格
を
知

る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲
覧
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
他
の

土
地
又
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価
格
等

縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
財
政
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
土･

日
曜
日
・
休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
半 

 
 
 
 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
土･

日
曜
日
・
休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
半 

 
 
 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
）

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 
 

財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

村
・
都
民
税
の
改
正 

 

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
18
年
度
分
の

村
・
都
民
税
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
特
に
65
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
税
制
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
村
・

都
民
税
が
非
課
税
だ
っ
た
方
で
も
、
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

【
主
な
改
正
内
容
】 

１ 

定
率
減
税
の
縮
減 

平
成
11
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
定
率
減
税 

額
が
、
村
・都
民
税
の
所
得
割
額
の
７
・５
％
、
上

限
額
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
定
率
減
税
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

２ 

均
等
割
軽
減
措
置
の
廃
止 

 
 

均
等
割
を
納
め
る
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
の
場
合
、
平
成
17
年
度
は
均
等
割
額
を
２
分
の

１
に
軽
減
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
軽
減
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

３ 

村
・
都
民
税
の
所
得
割
・
均
等
割
の 

非
課
税
基
準
額
変
更 

《
所
得
割
の
非
課
税
基
準
額
》 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金
額
以
下

の
方
は
、
所
得
割
額
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。 

○
扶
養
親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
が
い
な
い
人 

 
 
 

35
万
円 

○
扶
養
親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
が
い
る
人 

 
 
 

35
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対
象
配
偶
者
＋

扶
養
親
族
の
人
数
）
＋
32
万
円 

《
均
等
割
の
非
課
税
基
準
額
》 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金
額
以
下

の
方
は
、
均
等
割
額
が
非
課
税
に
な
り
ま
す
。 

○
扶
養
親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
が
い
な
い
人 

 
 
 

28
万
円 

 

○
扶
養
親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
が
い
る
人 

 
 
 

28
万
円
×
（
本
人
＋
控
除
対
象
配
偶
者
＋

扶
養
親
族
の
人
数
）
＋
16
万
８
千
円 

４ 

老
年
者
控
除
の
廃
止 

 

こ
れ
ま
で
65
歳
以
上
の
方
で
、
合
計
所
得
金
額 

が
１
千
万
円
以
下
の
方
に
認
め
ら
れ
て
い
た 

老
年
者
控
除
（
48
万
円
）が
廃
止
と
な
り
ま
し 

た
。 

５ 

65
歳
以
上
で
所
得
が 

１
２
５
万
円
以
下
の
方
の
非
課
税
措
置
廃
止 

 
 

65
歳
以
上
で
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の 

方
に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置
が
廃
止 

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
廃
止
に
よ
り
課
税
と
な
る
方
（
平
成
17 

年
１
月
１
日
に
65
歳
以
上
の
方
）
に
対
す
る 

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
度
の
村
・
都
民 

税
は
税
額
を
３
分
の
１
に
、
平
成
19
年
度
は 

３
分
の
２
と
す
る
軽
減
が
な
さ
れ
ま
す
。 

６ 

公
的
年
金
等
所
得
金
額
の
計
算
方
法
の
変
更 

65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
な
ど
）の
収
入
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
る

公
的
年
金
等
控
除
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 ※
65
歳
以
上
の
方
へ
の
影
響 

 
 

こ
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
65
歳
以
上 

で
年
金
収
入
の
み
の
方
は
、
年
金
収
入
金
額
が
１ 

５
３
万
円
を
超
え
る
と
村
・
都
民
税
が
課
税
と
な 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
村
・
都 

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
も
税
額
が 

増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
納
税
通
知
に
つ
い
て 

平
成
18
年
度
の
村
・
都
民
税
の
納
税
通
知
に
つ 

い
て
は
、
特
別
徴
収
（給
与
所
得
者
の
場
合
）は
５

月
に
、
普
通
徴
収
（事
業
者
の
方
等
）は
６
月
に
通

知
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
財
政
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１ 

 

特
別
展
小
笠
原
開
催
中 

  

都
立
多
摩
動
物
公
園
で
は
、
３
月
16
日
か
ら
「特

別
展
小
笠
原
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
の
自
然
な
ど
の
紹
介
が
中
心
で
す
が
、
工

芸
品
や
物
産
の
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
時
期
に

よ
っ
て
は
物
産
展
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

こ
の
期
間
、
内
地
に
行
か
れ
る
方
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
東
京
都
多
摩
動
物
公
園 

【
期
間
】
８
月
29
日
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

２
―
３
１
１
４ 

 
 

東
京
都
多
摩
動
物
公
園 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
４
２
―
５
９
１
―
１
６
１
１ 

http://www.kensetsu.metro.tokyo

.jp/zoo/tama/ 

 

ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
報
告 

  

ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
農
業
被
害
防
止
の
た
め
、
村
で
実

施
し
て
い
る
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
は
、
３

月
９
日
を
も
っ
て
平
成
17
年
度
の
事
業
を
終
了
し

ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
も
東
京
都
猟
友
会
小
笠
原
支
部
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
、
合
計
駆
除
数
１
４
７
頭
の

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

関
係
各
位
お
よ
び
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

村
で
は
平
成
18
年
度
も
ノ
ヤ
ギ
駆
除
事
業
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
が
、
現
在
の
方
法
だ
け
で
は
父
島

の
ノ
ヤ
ギ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
時
期
に
き

て
お
り
ま
す
。 

父
島
や
兄
島
に
お
い
て
も
、
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る
自
然

植
生
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
単
に

農
業
被
害
対
策
に
と
ど
ま
ら
な
い
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

村
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
や

都
に
も
要
望
し
今
後
の
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 
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平成１８年度小笠原村予算のあらまし 
 

 本年度予算につきましては、３年度目となる第３次小笠原村総合計画における基本構想・基本計画に基づき、予算編成を行いました。

①「観光客増加を目指した集客対策事業の取り組み」  
②「航空路開設に向けた施策の展開」 
③「エコツーリズムを機軸とした観光産業の振興」 
④「自然環境の保全と活用」 
⑤「世界自然遺産登録に向けた施策の展開」 
⑥「情報通信体制、上下水道、交通環境等の生活基盤施設の整備」 
⑦「保健、福祉、医療、教育の充実」 
主な事業として、観光振興策としての集客宣伝及び集客対策事業、 

金融支援対策事業、航空路開設推進経費、情報センターの開設と運営、 
情報通信網の各家庭までの拡張と告知端末整備、世界自然遺産登録に向 
けた啓発や外来種対策、新火葬場の建設、複合施設建設へ向けた用地買 
収や測量・設計・調査、教育相談室の設置工事、交通安全施設（街灯） 
整備、評議平運動場テニスコートの補修等を予算計上しています。 
 一般会計予算は、総額33億6,981万4,000円で前年度当初予算と 

比較すると、2億6,334万3,000円、8.5％の増加となっています。 
 

              ●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
 

○一般会計歳入予算額 
  金額（千円） 構成比（％）

村税 371,751 11.0 

地方譲与税及交付金 83,785 2.5 

国有提供施設等所在市町村助成交付

金 
155,182 4.6 

地方特例交付金 9,808 0.3 

地方交付税 860,970 25.5 

分担金及負担金 26,659 0.8 

使用料及手数料 180,743 5.4 

国庫支出金 277,497 8.2 

都支出金 618,752 18.4 

財産収入 25,616 0.8 

繰入金 491,327 14.6 

村債 226,000 6.7 

その他 41,724 1.2 

計 3,369,814 100.0 

 
○一般会計歳出予算目的別額 
  金額（千円） 構成比（％）

議会費 63,355 1.9 

総務費 1,064,013 31.6 

民生費 317,347 9.4 

衛生費 1,038,958 30.8 

農林水産業費 51,676 1.5 

商工費 203,978 6.1 

土木費 148,224 4.4 

消防費 9,485 0.3 

教育費 172,053 5.1 

公債費 290,676 8.6 

その他 10,049 0.3 

計 3,369,814 100.0 

 
○一般会計歳出予算性質別額 
  金額（千円） 構成比（％）

人件費 679,418 20.2 

物件費 1,087,672 32.3 

補助費等 248,142 7.3 

普通建設事業費 699,774 20.8 

公債費 290,676 8.6 

扶助費 47,231 1.4 

繰出金 250,382 7.4 

その他 66,519 2.0 

計 3,369,814 100.0 

 
○会計別予算計上額 
  金額（千円） 構成比（％）

一般会計 3,369,814 75.5

国民健康保険特別会計 172,987 3.9

簡易水道事業特別会計 246,014 5.5

老人保健特別会計 104,385 2.4

宅地造成事業特別会計 130,322 2.9

介護保険(保険事業勘定)特別会計 67,799 1.5

介護保険(介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定)特別

会計 
70,833 1.6

下水道事業特別会計 237,431 5.3

浄化槽事業特別会計 63,727 1.4

計 4,463,312 100.0

 

平成18年度 歳入予算

その他 1.2％ 

村債 6.7％ 

繰入金14.6％ 

財産収入 0.8％ 

都支出金 18.4％ 

国庫支出金8.2％ 

使用料及手数料 5.4％ 
分担金及負担金 0.8％ 

地方交付税 25.5％ 

地方特例交付金 0.3％ 

国有提供施設等所在 

市町村助成交付4.6％

地方譲与税等 2.5％ 

村税 11％ 

平成18年度 歳出予算

総務費  31.6％ 

 

議会費 1.9％ 
その他 0.3％ 

公債費 8.6％ 

教育費 5.1％ 

農林水産業費 1.5％ 

衛生費 30.8％ 
民生費 9.4％ 

消防費 0.3％ 

商工費 6.1％ 

土木費 4.4％ 
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第３次小笠原村総合計画 平成１８年度予算の総合計画反映状況 
 

小笠原村では、総合的・計画的な行政の運営を図るために、第３次総合計画を策定し、これに即して事務の処理を行っています。

この総合計画は、地方自治法第２条第４項に規定されている「基本構想」と「基本構想」実現のための具体的な事業計画を定め

ている「基本計画」からなっています。その施策ごとの予算反映状況は下表のとおりです。 
 

章 節 予算額（千円） 主要事業項目 

第１章 人と自然が共生する村 

１ 計画的な土地利用 － 計画的な土地利用の検討、有効活用の促進 

２ 自然環境の保全と活用 42,425 外来種駆除、世界遺産啓蒙他 

 小 計 42,425  

第２章 快適に暮らせる村 

１ 航空路の早期開設 10,000 早期開設推進 

２ 交通環境の整備 70,638 村道改修、村営バス運行他 

３ 情報通信体制の整備 289,670 情報通信基盤整備、テレビ運営費負担金他 

４ 良好な住環境の整備 － 要望、検討 

５ 上・下水道の整備 237,516 導送配水施設改良、管渠整備改良、浄化槽設置他 

６ 循環型社会の構築 186,873 リサイクル経費、施設改修他 

７ 生活環境の向上 16,964 シロアリ対策、野ネコ対策、美化運動他 

 

小  計 811,661  

第３章 活力ある産業で自立発展する村 

１ 活力ある農業の振興 3,748 有害鳥獣駆除、運賃補助、農産物販売促進事業他 

２ 安定した水産業の展開 16,928 シマアジ稚魚放流、水産観光ふれあい事業、販売促進事業他

３ 魅力ある観光拠点の整備 1,000 観光ルート開発 

４ 観光客受入体制とＰＲ活動の強化 89,075 観光宣伝事業、金融支援、地産地消推進委員会開催他 

５ 小笠原ブランドの確立 23,564 集客宣伝事業他 

６ 親しまれる商業地の整備 － 検討 

７ 産業間の連携 464 産業祭開催他 

 小  計 134,779  

第４章 すべての人が安心して暮らせる村 

１ 保健・医療・介護の充実 406,386 住民健診、診療所運営、診療所建替（複合施設）他 

２ 福祉の充実 46,888 社会福祉協議会運営費補助、保育園改修、備品購入他 

３ 衛生施設の整備 291,861 火葬場用地造成他 

４ 消防防災体制の充実 15,432 防災備蓄倉庫設置、消火栓改修他 

 小  計 760,567   

第５章 豊かな心でゆとりを持って暮らせる村 

１ 学校教育の充実 44,751 校舎改修、英会話教育実施他 

２ 生涯学習の環境整備 282 施設管理、研修補助他 

３ 小笠原文化の振興 3,266 文化団体支援、小花作助文庫整理、資料収集他 

４ 村民総スポーツの推進 23,735 スポーツ団体支援、体育施設管理他 

５ 国際化への対応 － 国際交流の促進他 

 小  計 72,034   

第６章 国民のオアシスを提供する村 

１ エコツアーの実施 19,866 エコツーリズム協議会運営、フィールド整備他 

２ 小笠原らしい景観形成 3,150 街並み景観づくり推進他 

 小 計 23,016  

第７章 計画実現のため 

１ 村民参加システムの確立 1,559 村民だより発行、ホームページ更新、対話集会実施他 

２ 効率的な行財政運営の確立 1,890 文書管理システム運用他 

３ 職員の資質向上 1,717 研修参加負担金他 

４ 関係機関への要請 － 要請 

 

 

 

 

 小  計 5,166  

総   計 1,849,648   
 

（注）本表は第３次小笠原村総合計画の各項目ごとの事業経費であり、経常的な経費は含んでいないため、平成１８年度予算 

総額とは一致しません。 
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狂
犬
病
予
防
注
射
と 犬

の
散
歩
マ
ナ
ー 

 

生
後
３
ヶ
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、

初
の
登
録
と

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

こ
こ
で
一
つ
、
飼
い
主
の
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。
飼
い
主
の
方
の
多
く
は
、
散
歩
時
の
フ
ン
の

始
末
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一
部
、

フ
ン
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
方
も
見
ら
れ
ま
す
。 

 

放
置
さ
れ
た
フ
ン
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
な
い
人
に

と
っ
て
不
快
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
飼
い

主
の
方
に
と
っ
て
も
迷
惑
な
も
の
で
す
。 

 

面
倒
く
さ
い
か
ら
、
他
の
人
が
見
て
い
な
い
か
ら

フ
ン
を
放
っ
て
お
こ
う
、
と
い
う
行
動
は
必
ず
誰
か

に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
す
る
時
は
フ
ン
を
始
末

す
る
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
・
ス
コ
ッ
プ
な
ど
処
理
用

品
を
持
ち
、
気
持
ち
よ
く
出
か
け
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
狂
犬
病
予
防
注
射 

 

【
父
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
14
日
（金
）
午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
15
日
（土
）
午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
備
日
】
海
況
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合 

 

《
父
島
》
４
月
20
日
（木
） 

 

《
母
島
》
４
月
21
日
（金
） 

【
費
用
】 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
５
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
５
５
０
円 

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

４
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

 
 

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

４
月
の
実
施
は
初
旬
（共
勝
丸
第
１
便
目
）に
お
こ

な
い
ま
す
。
詳
し
く
は
村
掲
示
板
と
防
災
無
線
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
排
出
の
手
順
】 

①
メ
ー
カ
ー
名
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
確
認 

②
村
役
場
で
メ
ー
カ
ー
番
号
と
品
目
番
号
を
確
認 

※
特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断

が
難
し
い
た
め
、
必
ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
振
込
用
紙
へ
の
記
入 

※
記
入
内
容
を
誤
る
と
、
搬
出
当
日
に
引
取
り
が

で
き
ま
せ
ん
。 

④
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
り
込
む 

⑤
お
知
ら
せ
し
た
日
時
に
港
に
持
ち
込
む 

【
受
付
時
間
】 

《
父
島
》
午
前
７
時
15
分
～
９
時 

《
母
島
》
午
前
10
時
～
11
時 

※
海
上
模
様
等
に
よ
り
受
付
時
間
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

※
港
へ
持
ち
込
み
の
際
、
海
上
運
搬
料
金
を
現

金
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

  
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

自
動
口
座
引
落
し
の
ご
案
内 

  

小
笠
原
村
で
は
、
次
の
税
金
等
に
つ
い
て
指
定
口

座
よ
り
自
動
引
落
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
自
動
口
座
引
落
し
対
象
項
目
】 

○
村
都
民
税 

○
固
定
資
産
税 

○
軽
自
動
車
税 

○
国
民
健
康
保
険
税 

○
介
護
保
険
料 

○
保
育
料 

○
住
宅
使
用
料
（
村
営
住
宅
） 

○
水
道
料
金 

【
自
動
口
座
引
落
し
の
で
き
る
金
融
機
関
】 

 

○
七
島
信
用
組
合 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合 

 

○
郵
便
局 

申
込
用
紙
は
、
各
金
融
機
関
窓
口
お
よ
び
小
笠
原

村
（出
納
課
窓
口
・母
島
支
所
窓
口
）に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
金
融
機
関
に
提
出
後
、
引
落
し

ま
で
に
約
２
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

出
納
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

４
月
１
日
付
《 

》
内
は
旧
所
属 

【
係
長
級
】 

総
務
課
総
務
係 

 

町
井 

和
博
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

大
田 

泰
史
《
建
設
水
道
課
》 

診
療
所
診
療
所
係
主
査
（
父
島
診
療
所
）〔
昇
格
〕  

 

加
藤 

純
子《
診
療
所
診
療
所
係（
父
島
診
療
所
）》 

診
療
所
診
療
所
係
主
査
（
母
島
診
療
所
）〔
昇
格
〕 

 

鮎
川 

奈
津
子 

《
診
療
所
診
療
所
係
（母
島
診
療
所
）》 

 

【
主
任
級
】 

財
政
課
税
務
係 

 

森
本 

誠
一
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
》 

村
民
課
住
民
係 

 

小
林 

修
一
《
教
育
課
教
育
係
》 

村
民
課
福
祉
係
主
任
（
父
島
保
育
園
）〔
昇
格
〕  

 

森
本 

美
奈
《
村
民
課
福
祉
係
（
父
島
保
育
園
）》 

診
療
所
診
療
所
係
主
任
〔
昇
格
〕 

 

萩
倉 
仁
美
《
村
民
課
福
祉
係
》 

建
設
水
道
課
主
任
〔
昇
格
〕 

 

松
澤 

孝
和
《
診
療
所
診
療
所
係
》 

教
育
課
教
育
係 

 

守
山 

典
子
《
村
民
課
住
民
係
》 

 

【
主
事
級
】 

村
民
課
福
祉
係 

 

泉 
 

静
《
総
務
課
総
務
係
》 

 

【
採
用
】 

産
業
観
光
課
付 

 

大
津 

源 
 

【
再
任
用
】 

診
療
所
診
療
所
係
主
任〔
更
新（
短
時
間
勤
務
職
員
）〕 

 

延
島 

冬
生 

 

【
併
任
職
員
】 

財
政
課
（
徴
税
指
導
員
） 

 

窪
田 

和
哉
《
東
京
都
》 

 

【
派
遣
職
員
（
転
入
）】 

総
務
課
企
画
政
策
室
副
参
事 

 

岩
本 

誠
《
東
京
都
》 

診
療
所
診
療
所
係
（
父
島
） 

 

堀
家 

英
之
《
東
京
都
》 

診
療
所
診
療
所
係
（
母
島
） 

 

飯
島 

準
一
《
東
京
都
》 

 
 

【
派
遣
職
員
（
転
出
）】
３
月
31
日
付 

東
京
都 

 

田
中 

直
樹
《
総
務
課
企
画
政
策
室
副
参
事
》 

 

武
井 

大
《
診
療
所
診
療
所
係
（
父
島
）》 

 

伊
田 

勉
《
診
療
所
診
療
所
係
（
母
島
）》 

 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

橋
本 

あ
ゆ
み
《
診
療
所
診
療
所
係
（
父
島
）》 

      

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

４
月
６
日
（木
）か
ら
15
日
（土
）ま
で
の
10
日
間

「
お
も
い
や
り 

人
に
車
に 

こ
の
街
に
」を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。 
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【
運
動
重
点
項
目
】 

 
①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

 

②
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止 

 

③
自
転
車
の
安
全
利
用
と
推
進 

 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底 

  

今
回
も
小
笠
原
警
察
署
と
海
上
保
安
署
と
の
合
同 

に
よ
る
交
通
安
全
対
策
を
と
り
ま
す
。 

 

海
上
保
安
署
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
海
難 

ゼ
ロ
へ
の
願
い
」で
す
。 

【
運
動
重
点
項
目
】 

 

①
事
故
救
命
策
の
確
保 

 

②
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保 

 

③
海
の
緊
急
電
話
番
号
１
１
８
番
の
活
用 

  

小
笠
原
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
同
時
期
と
比
べ

て
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
人
身
事
故
に
つ

い
て
は
、
酒
気
帯
び
運
転
が
原
因
で
あ
り
、
物
件
事

故
に
つ
い
て
は
、
安
全
不
確
認
が
原
因
で
発
生
し
て

い
ま
す
。 

 

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
小
・
中
学
校
の
通
学

路
に
対
す
る
安
全
対
策
や
高
齢
者
交
通
指
導
員
に
よ

る
高
齢
者
保
護
誘
導
活
動
を
行
う
ほ
か
、
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

 

交
通
事
故
の
な
い
小
笠
原
村
に
す
る
た
め
、
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
（父
島
・
母
島
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

 
 

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
５
月

31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅 

【
申
込
資
格
】 

 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を 

 
 

有
し
、
か
つ
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠 

 
 

原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い 

た
方
で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る

方
。 

② 

①
の
配
偶
者
及
び
直
系
血
族
の
方
で
小
笠
原 

 

諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方
。 

③ 

申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
、

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方
。 

【
申
込
期
間
】 

４
月
14
日
（金
）～
４
月
28
日
（金
） 

 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
26
日
（水
）の
消
印
有
効 

【
申
込
書
の
配
布
】 

４
月
14
日
か
ら
４
月
28
日
ま
で
の
間
、
申
込
書

お
よ
び
「募
集
の
ご
案
内
」を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま

す
。
（※
に
つ
い
て
は
４
月
26
日
ま
で
） 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
※
） 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
（
※
） 

【
そ
の
他
】 

○
一
般
世
帯
向
住
宅
第
３
順
位
の
抽
せ
ん
に
４
回
連

続
し
て
家
族
世
帯
で
参
加
さ
れ
る
方
は
、
第
３
順

位
の
中
で
３
戸
分
の
優
先
枠
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

○
詳
細
に
つ
い
て
は
「募
集
の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

父
島
分 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

母
島
分 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
事
務
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
２
１ 

 

兄
島
ノ
ヤ
ギ
排
除
作
業 

  

東
京
都
で
は
希
少
・固
有
な
生
態
系
や
自
然
環
境

を
守
る
た
め
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
兄
島
に
お
い
て
平
成

17
年
３
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
年
２
月
ま

で
の
１
年
間
で
約
２
４
０
頭
の
ノ
ヤ
ギ
を
排
除
し
ま

し
た
。 

当
初
、
３
年
間
で
兄
島
の
全
て
の
ノ
ヤ
ギ
を
排
除

す
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
が
兄
島
の
地
形
が
複
雑
な

ど
捕
獲
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
７
年
間
の
排

除
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
し
ま
し
た
。
様
々
な
排
除

手
法
を
用
い
て
完
全
排
除
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
度

は
５
月
以
降
、
追
い
込
み
捕
獲
、
罠
捕
獲
等
に
よ
り

ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
進
め
ま
す
。 

 

罠
等
の
設
置
箇
所
は
、
注
意
の
看
板
等
を
設
置
し

て
罠
の
位
置
を
知
ら
せ
る
な
ど
人
へ
の
影
響
の
無
い

よ
う
に
努
め
ま
す
。
兄
島
に
調
査
な
ど
で
入
ら
れ
る

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

特
に
、
滝
之
浦
、
ウ
グ
イ
ス
浜
、
二
本
岩
付
近
に

設
置
し
た
捕
獲
用
電
気
柵（
延
長
１
４
０
メ
ー
ト
ル
）

に
は
電
気
が
流
れ
て
お
り
、
触
れ
る
と
強
い
痛
み
を

生
じ
ま
す
の
で
柵
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

  
 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金 

貸
付
利
率
改
正 

  

小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
の
貸
付
利
率
が
４
月

１
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

変
更
後
の
貸
付
利
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
変

更
前
に
借
り
受
け
ま
た
は
貸
付
決
定
さ
れ
た
資
金
の

利
率
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 
 

            

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開 

 
 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
科
学
技
術
週
間
の
行

事
と
し
て
、
次
の
と
お
り
研
究
施
設
を
一
般
公
開
す

る
と
と
も
に
、園
芸
教
室
や
園
芸
相
談
を
行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
22
日
（土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館
前 

【
参
加
費
】
無
料 

【
内
容
お
よ
び
時
間
】 

《
試
験
研
究
施
設
公
開
》
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

《
実
物
鑑
定
ク
イ
ズ
》
午
前
10
時
15
分
～ 

 
 
 
 

 

 

《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》
午
前
10
時
15
分
～ 

 

 

《
苗
木
の
無
料
配
布
》
午
前
10
時
30
分
～ 

 

 

《
農
産
物
・
苗
木
即
売
会
》 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

《
農
業
機
械
展
示
》
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

 

《
園
芸
教
室
》 

 
 

○
野
菜
の
育
て
方 

午
前
11
時
～
11
時
30
分 

 
 

○
病
害
虫
の
防
除 

午
後
１
時
～
１
時
30
分 

 

《
体
験
コ
ー
ナ
ー
》 

 
 

○
コ
マ
ツ
ナ
の
種
ま
き
体
験 

 
 
 
 

午
前
11
時
30
分
～
正
午 

 
 

○
果
樹
の
接
ぎ
木 

午
後
１
時
30
分
～
２
時 

 

●
問
合
せ
先 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

  

２
―
２
１
０
４  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
17
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

資金名 変更後の利率 

農業資金 １．８％ 
漁業資金 １．８％ 
商工業資金 ２．１％ 
住宅資金  ３．４１％ 
生活資金 １．９％ 

 



  NO．511    平成 18（2006）年 4 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
高
校
非
常
勤
講
師
募
集 

 

【
募
集
教
科
】
数
学 

【
勤
務
期
間
】
平
成
19
年
３
月
ま
で 

【
申
込
資
格
】 

 

○
数
学
（高
校) 

の
免
許
状
を
お
持
ち
の
方 

 

○
週
６
時
間
以
内
担
当
で
き
る
方 

【
申
込
期
限
】
４
月
３
日
（月
） 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

が
、
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
４
月
28
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

【
予
約
受
付
日
時
】 

 

○
４
月
３
日
（月
）
～
４
月
26
日
（水
）  

 

○
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
予
約
か
ら
相
談
ま
で
の
流
れ
】 

 

① 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
予
約
を
申
し
込
み
ま
す
。 

② 

予
約
申
込
み
後
、
第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
込
用
紙
が
相
談
希
望

者
宛
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
付
さ
れ
ま
す
。 

③ 

申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
相
談

予
定
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
第
二
東
京
弁
護
士

会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
宛
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

付
し
ま
す
。（
相
談
事
項
に
関
す
る
書
類
も
お

送
り
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

④ 

予
約
し
た
相
談
日
時
に
、
第
二
東
京
弁
護
士

会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
し
て
、
担
当

弁
護
士
と
相
談
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―
３
５
８
１
―
３
３
３
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
16
日
（日
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
小
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（月
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
１
５
１
１ 

 

テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
加
入
の
お
願
い 

  

皆
さ
ん
が
現
在
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
地
上
波
放
送

は
、民
間
の
通
信
衛
星
を
介
し
て
本
土
電
波
を
送
信
、

小
笠
原
村
に
て
受
信
す
る
と
い
っ
た
、
今
ま
で
に
な

い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
平
成
８
年
４
月
よ
り
本
土

の
テ
レ
ビ
放
送
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
は
、
通
信
衛
星
の
使
用

料
、
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
合
計
で
約
３
億
５
千

万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
東
京
都
・

放
送
事
業
者
・
小
笠
原
村
（村
民
を
含
む
）で
分
担
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
る
方
に
は
、
一
般

世
帯
の
場
合
、
月
々
３
千
円
の
利
用
料
の
ご
負
担
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
小
笠
原
村
テ

レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
に
組
合
員
と
し
て
加
入
い
た
だ

き
、
利
用
料
を
お
支
払
い
の
上
、
地
上
波
テ
レ
ビ
放

送
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
受
付
場
所
】 

○
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
（
村
役
場
第
２
庁
舎
） 

 

○
村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

５
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

５
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（
旅
客
・
貨
物
） 

は
、
原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お

り
改
定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
５
８
０
円
（
＋
１
０
２
０
円
） 

小
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
２
９
０
円
（
＋
５
１
０
円
） 

小
人 

２
１
５
０
円
（
＋
２
６
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
５
８
０
円
（
＋
６
６
０
円
） 

小
人 

２
８
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 
《
１
等
品
》
８
７
１
７
円
（
＋
６
５
３
円
） 

《
２
等
品
》
８
１
７
２
円
（
＋
６
１
２
円
） 

《
３
等
品
》
７
６
２
８
円
（
＋
５
７
２
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
７
３
円
（
＋
65
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
５
８
円
（
＋
49
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

２
０
０
６
「こ
ど
も
の
読
書
週
間
」 

魔
法
の
国
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト 

  

「子
ど
も
読
書
の
日
」か
ら
「こ
ど
も
の
日
」を
中
心

に
３
週
間
（４
／
23
～
５
／
12
）２
０
０
６
年
「こ

ど
も
の
読
書
週
間
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
ど
も
た
ち

に
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
知
ら
せ
、
正
し
い
読

書
の
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
好
機
で
す
。
ぜ
ひ
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
図
書
室
に
お
越
し
下
さ
い
。 

 

昨
年
の
父
島
図
書
室
児
童
書
貸
し
出
し
数
は
２
８

０
４
冊
で
、
一
昨
年
よ
り
５
％
程
増
え
て
い
ま
す
。 

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
（十
代
の
青
少
年
向
き
）の
本
は

２
階
図
書
室
に
あ
り
、
大
人
に
も
読
め
る
絵
本
も
あ

り
ま
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
の
児
童
向

け
に
は
、
１
階
の
児
童
図
書
室
に
約
６
千
冊
の
本
が

あ
り
ま
す
。
紙
芝
居
や
紙
芝
居
用
の
舞
台
も
貸
し
出

し
で
き
ま
す
。
児
童
図
書
室
は
午
後
５
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。（保
護
者
同
伴
な
ら
午
後
９
時
ま
で
ご
利

用
で
き
ま
す
） 

 ◎
「ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

 

「ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

が
、
絵
本
を
通
し
て
言
葉
と
心
を
交
わ
す
、
か
け
が

え
の
な
い
ひ
と
と
き
を
応
援
す
る
運
動
で
す
。 

３
・
４
ヶ
月
乳
幼
児
健
診
の
時
に
司
書
が
メ
ッ 

セ
ー
ジ
と
と
も
に
絵
本
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
３
月
ま
で
に
91
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵
本
や
育
児
書
の
お
す

す
め
の
本
の
展
示
も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
図
書

の
貸
出
も
で
き
る
の
で
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
対
象
で

な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

父
島
図
書
室 

 
 

２
―
２
９
１
１ 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第 ７4 号 ― 

 

ウォーキングをしましょう！ 
皆様は健康のために何か心がけていることはありますか？「１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ」と言うように

運動は健康づくりには欠かせないものです。4 月から新しい気持ちで、生活習慣病予防やシェイプアップのために運動を始めてみ

ませんか？ 今月号では多くの方にできるウォーキングについてお話しいたします。 

 

 

 

 

 

  

                  

                                                          

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                                     

イルカの伝言版 

 

 

 

 

健康に関するご相談 

村民課福祉係 ２－3939 

イルカ：今月のゲストは稲垣政孝さんです。稲垣さんは 13 年間もウォーキングを続け

ていらっしゃいます。ぜひお話しを聞かせてください。 

稲垣さん：コレステロールが高かったことと、怪我をしたのがきっかけでジョギングよ

りも足に負担がかからないウォーキングを始めました。週に３、４日、夜７時頃に

母島の南進線の終点までを１km１０分ペースくらいかけて往復します。時間が合う

時には娘と一緒に歩いています。運動不足を実感または指摘されている方は、何か

きっかけや目標を見つけて続けられるように、まずは無理のないペースで始めてみ

てはいかがでしょうか？ 

イルカ：「継続は力なり！」ですね。貴重なお話しどうもありがとうございました。 

【イルカの伝言板のゲスト募集中！！！】 

  健康に関するミニコラムや体験談などを書いていただける方を募集しています。 

興味がある方はご連絡ください。 

 

効果的なウォーキングしましょう！ 

効果的に酸素を体にとり込み脂肪を燃焼させる有酸素運

動としてのウォーキングのポイントを 

ご紹介します。 

ウォーキングにはこんなに良いことがいっぱい！ 

○ 心肺機能や筋肉が無理なく鍛えられる 

○ 体内の脂肪が効率よく燃えるため肥満や生活習慣

病予防になる 

○ 他の運動に比べてひざへの負担が比較的少ない 

○ 足腰を鍛えることで大脳が刺激され、老化や認知症

予防になる 

○ ストレス解消になるので心の健康にも良い 

こんなことに気をつけましょう 

★ 自分のペースで行いましょう。 

★ 体調が優れないときは無理をしないようにしましょう。気がかり

なことがあれば主治医に相談しましょう。 

★ ふさわしい格好(汗を吸い動きやすい服、かかとのしっかりした

サイズのあった靴)や装備(暑さや紫外線対策、暗いところで光る

反射シール等)で歩きましょう。 

★ 前後にストレッチや準備体操をしたり、水分摂取を心がけるよう

にしましょう。 

歩幅は広めに 

リズミカルに 

やや遠くを見る 

足を前に出すときはひざを

伸ばし、かかとから着地 

腹部は引き締め重心は

腰に置く 

ひじを直角に曲げて 

大きく振る 

ウォーキングする習慣ができたら・・・

それ以外の種目にもチャレンジ！ 

運動には 3 種類あります。それぞれ効

果が異なるのでバランスよく組み立てて

おこなうといっそう効果的です。 

 

 

筋力トレーニング 

基礎代謝量の向上 

太りにくい体 

ストレッチング 

ケガの予防・老化

予防・疲労回復と

リラックス 

有酸素運動 

心肺機能の向上 

体脂肪の燃焼 

介護予防の公開体操教

室を実施します。詳しく

は健康・保健のコーナー

をご覧ください！ 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、

 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
４
月
13
日
（木
） 

《
乳
幼
児
》
午
後
２
時
～
４
時 

《
歯

科
》
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

（
受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
） 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

  

平
成
18
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
相
談
に
総
合
的
に
対
応

し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
・
継
続
的
に
調
整

す
る
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
全
て
の
区
市
町
村
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
次
の
４
つ
の
業
務
を

行
い
ま
す
。 

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

②
高
齢
者
の
総
合
相
談
・
支
援 

③
権
利
擁
護
、
虐
待
発
見
・
防
止 

④
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援 

 

村
も
平
成
18
年
４
月
か
ら
村
民
課
福
祉
係
内
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
が
、
社
会

福
祉
士
及
び
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
確
保
で
き
な

い
た
め
、
当
面
福
祉
係
の
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

                                       

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
変
更 

 

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成

18
年
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
、
麻
し
ん
お
よ

び
風
し
ん
予
防
接
種
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

《
第
１
期
》
１ 

 

歳

 

か
ら  

２
歳
未
満
の
者 

《
第
２
期
》 

５
歳
か
ら
７
歳
未
満
で
小
学
校
就
学
前
１
年 

の
者
（
就
学
前
年
度
の
４
月
１
日
～
３
月
31
日
） 

【
ワ
ク
チ
ン
】
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン 

【
接
種
方
法
】
第
１
期
、
第
２
期
で
１
回
ず
つ
接
種 

【
予
診
票
の
配
布
】 

 
 

予
診
票
は
、
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。
予
防

接
種
を
受
け
る
前
ま
で
に
、
母
子
手
帳
を
持
っ
て

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

※
４
月
ま
で
に
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
は
、
４
月
以
降
も

２
歳
未
満
ま
で
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
・
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
を
公
費
任
意
接
種
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

公
開
介
護
予
防
体
操
教
室 

  
介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
末
永
く
イ
キ
イ
キ
と
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
老
化
の
サ
イ
ン
を

い
ち
早
く
発
見
し
て
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
介
護
予
防
体
操
教
室
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、
２
ヶ
月
間
公
開
教
室
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
が
困
難
な
方
（会
場
ま
で
の
送
迎
は
あ
り

ま
せ
ん
） 

③
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
父
島
】 

《
日
程
》
４
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日 

５
月
１
日
、    

８

           

日
、 

15
日
、
22
日 

 

《
時
間
》
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
母
島
】 

《
日
程
》
４
月 

６ 
 

日
、
13
日
、
20
日
、
27
日 

５
月
11
日
、 

《
時
間
》
午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

      

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

  

新
し
く
小
笠
原
村
の
村
民
と
な
ら
れ
た
方
へ 

 

【
特
殊
で
繊
細
な
小
笠
原
の
自
然
】 

 
 

小
笠
原
諸
島
は
、
本
土
か
ら
南
に
約
１
０
０
０

km
離
れ
、
海
底
火
山
の
隆
起
に
よ
っ
て
太
平
洋
上

に
誕
生
し
て
か
ら
一
度
も
大
陸
と
つ
な
が
っ
た
こ

と
の
な
い
海
洋
島
で
す
。
こ
の
よ
う
な
海
洋
島
に

陸
上
の
生
物
が
分
布
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

広
大
な
海
原
を
渡
っ
て
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
た
め
、
１
０
０
０
km
を
越
え
る
長
距
離
を

飛
ん
だ
り
泳
い
だ
り
で
き
る
鳥
や
動
物
、
風
や
海

流
な
ど
に
よ
っ
て
流
れ
着
い
た
植
物
や
小
動
物
だ

け
が
島
の
生
態
系
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

定
着
し
た
生
物
は
、
小
笠
原
の
自
然
環
境
や
生

存
競
争
の
少
な
さ
な
ど
に
よ
り
、
大
陸
と
は
異
な

る
独
自
の
進
化
を
と
げ
、
世
界
中
で
も
こ
の
島
だ

平成１８年度 小笠原村定期予防接種年間予定表 
 4 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月 

個
別
接
種 

三 種 混 合 
麻しん風しん混合 

日 本 脳 炎 

Ｂ Ｃ Ｇ 

６(木) 11(木) ８(木) ６(木) ３(木) ７(木) ５(木) ２(木) ７(木) 11(木) ８(木) ８(木)

ポ リ オ      ７(木)      ８(木)集
団
接
種 

二種混合 

（小学6 年生） 
  

父島8（木）

母島2（金）
         

  

 受 付 時 間 接 種 場 所 
個別接種 午後３時３０分～4 時 

父 島 
集団接種 午後３時～３時３０分 

小 笠 原 村 

診 療 所 

個別接種 
母 島 

集団接種 
午後４時～４時３０分 母島診療所 

二種混合の予防接種の対象者（小学6 年生）には個別通知をいたします。

他の予防接種については個別通知はいたしません。都合のよい日をお選 

びのうえ、直接お越しください。 

母子手帳・予診票は忘れずにお持ちください。 

●問合せ先 村民課福祉係 ２－３９３９
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け
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
固
有
の
動
植
物
が
数

多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
確
認
の
種
も

多
数
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
エ
リ
ア
の

中
に
モ
ザ
イ
ク
状
に
様
々
な
動
植
物
が
存
在
し
、

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
特
殊
な
環
境
を
形
成
し
て

い
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
規
模
が
小

さ
い
う
え
に
競
争
が
少
な
い
た
め
非
常
に
壊
れ
や

す
く
、
環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
て
と

て
も
脆
弱
で
す
。
す
で
に
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
動

植
物
の
ほ
か
、
残
り
数
個
体
と
い
う
、
い
つ
絶
滅

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
ほ
ど
生
息
数
が
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
動
植
物
も
み
ら
れ
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
た
め
に
】 

 
 

現
在
、
小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に

よ
っ
て
持
ち
こ
ま
れ
た
「
外
来
種
」
の
影
響
に
よ

っ
て
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

外
来
種
の
中
に
は
、
農
作
物
の
よ
う
に
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
も
多
い
の
で
す
が
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
旺
盛
な
捕
食
力

や
繁
殖
力
で
、
も
と
も
と
生
息
し
て
い
た
生
物
の

生
存
を
脅
か
す
「
侵
略
的
外
来
種
」
で
す
。
小
笠

原
諸
島
で
は
、
ノ
ヤ
ギ
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
、

ア
カ
ギ
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ

タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
）
な
ど
の
侵
略
的
外
来
種
が
定

着
し
、生
態
系
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
ま
で
「
自
然
保
護
」
と
い
え
ば
、
開
発
の

抑
制
な
ど
に
よ
っ
て
人
為
的
な
影
響
を
排
除
し
、

自
然
の
推
移
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
来
の
手
法
で
は
外
来

種
問
題
に
対
応
で
き
ず
、
か
え
っ
て
問
題
を
放
置

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
外
来
種
の
新

た
な
拡
散
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
既
に
侵
入
し

て
し
ま
っ
た
も
の
を
科
学
的
な
評
価
や
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
適
切
に
駆
除
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
国
や
東
京
都
、
村

な
ど
の
行
政
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
村
民

一
人
ひ
と
り
が
協
力
・
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【
外
来
種
の
拡
散
防
止
の
お
願
い
】 

① 

犬
や
ネ
コ
に
代
表
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
達
も
島
で
は

外
来
生
物
で
す
。

後
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
飼
い

続
け
、
捨
て
る
、
野
外
に
放
す
な
ど
の
行
為
は
絶

対
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
希
少
な
鳥
や
生
物
が

生
息
す
る
地
域
に
は
連
れ
て
行
か
な
い
、
行
か
せ

な
い
な
ど
飼
い
主
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

② 

父
島
、
母
島
以
外
の
島
々
に
行
く
と
き
は
、
船

や
荷
物
の
中
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
な
ど
が
紛
れ

込
ん
で
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。 

③ 

外
来
植
物
の
種
や
プ
ラ
ナ
リ
ア
を
運
ん
で
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
他
の
島
や
山
に
行
く
と
き
は
、
衣

類
に
つ
い
た
植
物
の
種
を
取
り
除
き
、
靴
底
の
泥

落
と
し
や
海
水
洗
浄
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

母
島
南
崎
に
お
け
る 

海
鳥
保
護
柵
設
置 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（特
定
非
営
利
活
動
法
人
）小
笠
原
自
然
文

化
研
究
所
で
は
、
野
生
化
し
た
ネ
コ
に
よ
る
海
鳥
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
母
島
南
崎
に

仮
設
の
保
護
柵
を
設
置
し
ま
す
。 

付
近
を
歩
行
す
る
際
は
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も

に
、必
要
な
と
き
以
外
は
保
護
柵
に
触
ら
な
い
よ
う
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
場

所
】 

南
崎
半
島
基
部
近
く
の
赤
土
が
露
出
し
た
地

帯
を
横
断
す
る
形
で
設
置 

【
柵

の

色
】
黒
色 

【
期

間
】
４
月
上
旬
～
12
月
上
旬
（予
定
） 

【
協
力
】 

○
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

○
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

○
東
京
都
小
笠
原
支
庁 

○
小
笠
原
村 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 

２
―
３
７
７
９ 

飼
い
ネ
コ
の
適
正
飼
養 

 

飼
い
主
は
、
ネ
コ
が
野
生
化
し
な
い
よ
う

後
ま

で
愛
情
を
も
っ
て
飼
い
続
け
、
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ

な
い
な
ど
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。 

村
民
一
人
ひ
と
り
が
「
小
笠
原
村
飼
い
ネ
コ
適
正

飼
養
条
例
」
を
守
り
、
ネ
コ
を
捨
て
る
な
ど
の
行
為

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
21 

「
親
離
れ
は
い
つ
？
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」 

 

 

今
年
２
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
な
か
な
か
親
離
れ

し
な
い
イ
ル
カ
と
し
て
紹
介
し
た
親
子(

母
親
＃
５

５
、
子
供
＃
１
１
８)

は
、
今
年
３
月
の
時
点
で
も
一 

緒
に
い
ま
し
た
。
も
う
一
組
、
な
か
な
か
親
離
れ
し

な
い
親
子
イ
ル
カ
が
い
ま
す
。
＃
２
０
（母
親
）と
＃

１
９(

子
供)

の
親
子
で
す
。
子
供
は
メ
ス
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
親
子
は
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル 

 
 

 

カ
調
査
隊
が
結
成
さ
れ

た
２
０
０
３
年
夏
か
ら

す
で
に
確
認
さ
れ
て
お

り
、
も
う
２
年
半
以
上

一
緒
に
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
親
子
は
父
島
周

辺
で
頻
繁
に
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ル
カ
調

査
隊
の
１
週
間
に
１
回

の
調
査
で
、
こ
の
２
年

半
の
間
に
26
回
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
ヶ
月
以
上
、
父
島 

周
辺
海
域
で
目
撃
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ 

ん
。
こ
の
親
子
に
と
っ
て
父
島
周
辺
は
暮
ら
し
や
す 

い
の
で
し
ょ
う
か
？
冒
頭
で
紹
介
し
た
親
子(

母
親 

＃
５
５
、
子
供
＃
１
１
８)

も
約
２
年
半
の
間
に
25 

回
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
15
日
、
こ
れ
ら 

２
組
の
親
子
が
同
じ
群
れ
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
子 

供
を
持
つ
も
の
同
士
、
仲
良
く
遊
ん
で
い
る
の
で
し 

ょ
う
か
？ 

 

◎
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー 

「
ク
ジ
ラ
は
な
ぜ
跳
ぶ
の
か
？
」 

 

当
協
会
の
ク
ジ
ラ
博
士
、
森
主
任
研
究
員
が
楽
し

い
ク
ジ
ラ
の
世
界
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
５
、
11
、
17
、
24
、
５
月
１
日 

 
 
 

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
、
村
民
・会
員
は
無
料
） 

 

◎
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会 

 

【
日
時
】 

○
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
（
４
月
４
日
、
10
日
、

16
日
、
23
日
、
30
日
、
５
月
３
日
） 

○
午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
三
日
月
山
展
望
台
（
現
地
集
合
・
解
散
） 

【
費
用
】
無
料
（
予
約
不
要
） 

 

※
悪
天
候
ま
た
は
定
期
船
の
入
港
時
刻
が
午
後
３
時

を
過
ぎ
る
場
合
は
中
止 

 

◎
第
43
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
（勉
強
会
） 

「
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
の
謎
を
知
ろ
う
！
」 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
が
共
同
研
究
で
撮
影
し
た
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ

の
映
像
を
放
映
し
ま
す
。
世
界
中
に
ニ
ュ
ー
ス
配
信

さ
れ
た
衝
撃
映
像
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
13
日
（
木
） 

《
昼
の
部
》
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
夜
の
部
》
午
後
７
時
～
９
時  

【
対
象
者
】
村
民
ま
た
は
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー 

【
費
用
】
無
料
（
予
約
不
要
） 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

上が#20（母親）、下が#19 (子供) 



  NO．511    平成 18（2006）年 4 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
58 

 

―
新
た
な
発
見
・
世
界
の
研
究
か
ら
― 

 

 

今
年
も
小
笠
原
の
海
の
中
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

オ
ス
が
奏
で
る
ソ
ン
グ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ン
ガ
ー
に
関
し
て
、
昨
冬
に
開
催
さ
れ
た
第
16
回

国
際
学
会
（＊
）で
、
興
味
深
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
を
し
ま
す
。 

【
夜
の
歌
っ
て
？
】 

 

ハ
ワ
イ
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
（
Ｌ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
ｓ 
ｅ
ｔ 

ａ
ｌ
．
）は
、
昼
夜
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
音
声
行
動
を

海
底
マ
イ
ク
に
よ
り
観
察
し
、
シ
ン
ガ
ー
が
い
つ
、

ど
こ
で
歌
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う
事
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
シ
ン
ガ
ー
は
日
中

よ
り
も
、
夜
間
に
、
そ
し
て
海
岸
線
に
沿
っ
た
浅
瀬

で
ソ
ン
グ
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
ま
し
た
。

オ
ス
に
と
っ
て
は
、
日
中
の
メ
ス
を
め
ぐ
る
闘
争
に

参
戦
す
る
よ
り
も
、
夜
間
に
歌
を
発
し
て
い
た
方
が

メ
ス
を
獲
得
す
る
う
え
で
、
よ
り
効
率
が
よ
い
方
法

な
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
に
来
て
い
る
オ
ス
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
ソ
ン
グ
を
発
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
か
、

夜
の
海
の
音
も
拝
聴
し
た
い
も
の
で
す
。 

【
誰
と
く
っ
つ
く
？
】 

 

ク
ィ
ー
ン
ズ
大
学(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア)

の
研
究
チ

ー
ム
（Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｕ
ａ 

ｅ
ｔ 

ａ
ｌ
．)

ら
の
発
表
を
ご
紹
介

し
ま
す
。彼
ら
は
１
０
５
頭
の
シ
ン
ガ
ー
を
追
尾
し
、

他
の
個
体
と
の
接
触
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
30
％
の
シ
ン
ガ
ー
は
他
の
個
体
と
の
接
触
は

見
ら
れ
ず
、
残
り
の
70
％
は
な
ん
ら
か
の
接
触
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
詳
し
く
観
察
を
す
る
と
、
シ

ン
ガ
ー
が
自
ら
メ
ス
や
親
子
に
近
づ
い
た
時
の
方
が
、

一
頭
の
オ
ス
に
近
づ
か
れ
た
時
よ
り
も
よ
り
長
く
そ

の
個
体
と
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
が
解
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ン
ガ
ー
は
、
メ
ス
や

親
子
と
一
緒
に
い
る
時
に
ソ
ン
グ
を
発
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
先
日
の
調
査
で
、

こ
の
よ
う
な
シ
ン
ガ
ー
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

長
年
研
究
さ
れ
て
き
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ソ
ン
グ

で
す
が
、
未
だ
に
な
ぜ
鳴
く
の
か
？
と
い
う
疑
問
に

対
し
て
は
答
え
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
発

表
は
、
こ
の
疑
問
の
答
え
に
一
歩
近
づ
い
た
発
表
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

【
小
笠
原
の
ソ
ン
グ
を
世
界
へ
】 

 

私
も
今
回
の
学
会
で
「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ソ
ン
グ

の
個
体
差
」
と
い
う
題
目
で
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し

ま
し
た
。
小
笠
原
で
の
ソ
ン
グ
に
つ
い
て
こ
の
学
会

で
発
表
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
ハ
ワ
イ
や

メ
キ
シ
コ
の
研
究
者
た
ち
は
、
小
笠
原
の
ソ
ン
グ
の

構
造
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
と
い
う
事
に
興
味

を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
ご
意
見

や
ア
ド
バ
イ
ス
・
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

よ
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、
今
年
の
ソ
ン
グ

は
、
一
風
変
わ
っ
た
ソ
ン
グ
で
す
の
で
、
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
海
に
潜
っ
て
ぜ
ひ
耳
を
傾
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（千
葉
大
学 

山
田
裕
子
） 

 

        

 

 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

    

 

             
 

                             地産地消のすすめ 
《農家座談会を開催》 
小笠原村農業委員会の招きで、築地東京青果物商業協同組合専務理事の戸塚光昭氏が来島されました。３月１２、

１３日には、父島、母島の農家の方との座談会を開催して、普段では聞けない内地での農産物の流通の現状などを

お話いただき、農家の方といろいろな意見交換もできました。 

戸塚氏のご意見から、現在島内で栽培されているパッションフルーツやトマトを観光客や地元の方に今以上に流

通させていったほうがよいのではないかという意見をいただき、その後の取組みとして、生産者と販売者とのパイ

プ役作りや安定供給を確保するための部会（生産者出荷組合等）を設けることを強調されました。    

地産地消推進会議では、そういった組織作りができるようにサポートして行きたいと考えています。 
   

                        ●問合せ先  地産地消推進会議（総務課内) ２―３１１１
  
 

◆島ウメイロのかまぼこ◆ 
―消化もよく、栄養価も高い魚のすり身の料理です― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（※）小笠原島漁協の加工部で製造販売しています。このすり身は味付けしてあるのであまり手を加えず調理できます。 
（卵などの食物アレルギーをお持ちの方は事前に相談すれば使用しないでもらうことも可能だそうです） 

  
 
 

《材料》               《作り方》 

 
 

Ａ：ウメイロのすり身（※）      １/２パック            １．   シソの葉をみじん切りに、スライスチーズは好みの大きさに切っておく。 
Ｂ：シソの葉       ５～６枚    ２．ウメイロのすり身（卵・三温糖・自然塩・でんぷん・生姜で味付けしてある）

Ｃ：スライスチーズ         １枚                             と小麦粉（固めにしたいときは増やす）をよく混ぜ合わせ、①を入れてさら

Ｄ：小麦粉        大さじ２杯          によく混ぜる。              

                             ３．お皿かキッチンペーパなどに盛り、蒸し器で１５分から２０分蒸す。 
                                      ４．よく冷ましてから、好みの厚さにスライスし、マヨネーズやワサビ醤油をつ 

けていただく。

 

＊第16 回国際哺乳類学会のポスター
会場にて。 

この学会は2年に一度開催され、今
回はアメリカはサンディエゴで開催。2
千人もの研究者が一同に会する大規
模な学会。今回は、全体で 1281 件の
発表があり、その中でも鯨類の音に
関する研究は約 120 件、ザトウクジラ
のソングに関しては約 10 件。 



出港日 狂犬病予防注射（母島）

図書館開放 図書館開放

入港日

東京三弁護士法律相談（母島）

大根山霊園使用予定者(生前取得)申込（～５/31） 母島巡回労働相談

公開介護予防体操教室（父島 10,17,24） 東京三弁護士法律相談（父島）

小笠原高校非常勤講師申込締切日

入港日

クジラの陸上観察会（10,16,23,30,5/3）

出港日

OWAナイトレクチャー（11,17,24,30）

母島小・中学校入学式

定期予防接種

公開介護予防体操教室（母島 13,20,27）

春の全国交通安全運動（～15）

亜熱帯農業センター施設公開

出港日 図書館開放

入港日

小笠原小学校・小笠原中学校入学式 こどもの読書週間（～5/12）

小笠原高校入学式

図書館開放

入港日

出港日

電話による無料法律相談

出港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 図書館開放

OWAインタープリター養成講座

狂犬病予防注射（父島）

東京都小笠原住宅申込（～28）14
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